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　栗岩英治自筆のメモ書き。
栗岩は外様顔戸の出身で、大
正から昭和初期にかけて史料
調査のため全国をめぐり、歴
史史料集の『信濃史料』編纂
の基礎を築いた人物として知
られる。経済的な苦悩や、自
身の過去の著作への苦言な
ど、赤裸々な心情を綴る。（12
月 10 日まで、ふるさと館で
展示中）

真の告白せしむけば
（長野県立歴史館蔵）
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10
月
28
日
㈯
、
29
日
㈰
に
飯
山
市
公
民

館
に
て
展
示
の
部
が
、
11
月
３
日
（
文
化
の

日
）
飯
山
市
文
化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら
に
て
舞

台
発
表
の
部
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

木
島
公
民
館　

地
区
一
周
駅
伝

雨
天
の
中
、
50
回
目
の
地
区
一
周
駅
伝
開
催

う
に
し
て
水
を
引
い
た
の
か
と
言

っ
た
話
に
、
参
加
者
は
、
興
味
を

持
っ
て
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

茶
屋
池
に
到
着
し
、
班
に
分
か

れ
て
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

前
日
ま
で
の
雨
で
、
辺
り
は
霧

が
出
て
い
て
、
足
元
も
良
い
と
は

言
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
霧
の
か

か
っ
た
景
色
は
、
と
て
も
幻
想
的

で
し
た
。鍋
倉
山
山
頂
付
近
で
は
、

晴
れ
間
か
ら
の
眺
望
に
、
子
ど
も

た
ち
の
「
ヤ
ッ
ホ
ー
」
の
か
け
声

や
歓
声
が
聞
か
れ
、
常
盤
小
の
校

歌
を
歌
う
姿
も
印
象
的
で
し
た
。

紅
葉
も
ち
ょ
う
ど
良
い
時
期

で
、
参
加
者
か
ら
は
、
素
晴

ら
し
い
景
色
に
感
動
の
声
も

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
途

中
、
足
場
の
悪
い
所
も
い
く

つ
か
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加

者
全
員
が
ゴ
ー
ル
の
と
ん
平

ま
で
歩
き
切
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
常
盤
に

田
ん
ぼ
が
あ
る
の
は
当
た
り

前
だ
と
思
っ
て
い
た
。
昔
の

人
の
苦
労
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
」「
も
う
今
年
は
鍋
倉

の
景
色
を
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
う

れ
し
か
っ
た
。
途
中
か
ら
飯
山
の

田
ん
ぼ
も
見
れ
て
、
感
動
し
た
」

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

10
月
14
日
㈯
、
常
盤
公
民
館

と
初
め
て
の
共
催
事
業
「
常
盤
、

山
を
歩
こ
う
」
を
開
催
し
、
小
学

生
を
含
め
た
30
名
で
、
茶
屋
池
～

鍋
倉
山
～
と
ん
平
ま
で
の
約
９
㍃

を
６
時
間
か
け
て
歩
き
ま
し
た
。

　

行
き
の
バ
ス
の
中
で
、
高
橋
常

盤
公
民
館
長
か
ら
、
野
田
喜
左

衛
門
や
平
用
水
な
ど
、
常
盤
田

ん
ぼ
の
歴
史
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
先
人
た
ち
が
ど
の
よ

常
盤
公
民
館
＆
飯
山
市
公
民
館
共
催　

常
盤
、
山
を
歩
こ
う

鍋
倉
山
か
ら
、
深
ま
る
秋
を
堪
能

を
作
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
姿
が
見

ら
れ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

〇
大
会
結
果

優　
勝　
其 　

 

綿

準
優
勝　
野
坂
田

第
３
位　
上
新
田

　

10
月
29
日
㈰
、
前
日
か
ら
雨

が
降
る
中
、
第
50
回
地
区
一
周
駅

伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
時
10
分
に
山
岸
公
会
堂
を

ス
タ
ー
ト
、
地
区
内
を
１
周
し
て

ゴ
ー
ル
の
木
島
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
目
指
し
ま
し
た
。
今
年
は

50
回
大
会
を
記
念
し
て
、
ゼ
ッ

ケ
ン
を
新
調
。
デ
ザ
イ
ン
を
統

一
し
、
各
区
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ

ー
を
使
い
作
成
し
た
ゼ
ッ
ケ
ン

を
着
け
て
木
島
地
区
を
走
り

抜
け
ま
し
た
。

　

50
回
記
念
大
会
に
は
、
18

チ
ー
ム
、
２
０
０
名
の
選
手
が

参
加
し
、
飯
山
市
駅
伝
大
会
の

優
勝
の
余
韻
そ
の
ま
ま
に
、
選

手
や
役
員
が
皆
、
一
緒
に
な
っ

て
、
楽
し
み
な
が
ら
も
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

雨
の
中
を
元
気
に
走

る
子
ど
も
た
ち
、
最
年
少

は
小
学
校
１
年
生
で
す
。

普
段
は
走
っ
て
い
な
い
大

人
た
ち
も
、
引
き
継
い
だ

タ
ス
キ
を
次
に
つ
な
ご
う

と
、
苦
し
い
な
が
ら
も
必

死
で
走
っ
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
一
緒
に
な
っ
て
走
る
こ

と
で
、
地
域
の
つ
な
が
り

各公民館でさまざまな事業が開催される

展示部門825作品、舞台部門14団体が発表
展
示
で
は
市
内
の
小
中
学
生

が
製
作
し
た
絵
画
・
習
字
な
ど

の
飯
水
児
童
生
徒
図
工
美
術
・

習
字
作
品
選
抜
展
作
品
、
全

８
２
５
点
が
飾
ら
れ
、
２
日
間
、

約
７
５
０
名
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
な
ち
ゅ
ら
で
開
催
さ
れ

た
舞
台
発
表
で
は
、
市
内
の
小
中

学
校
や
、
市
内
で
活
躍
す
る
14
団

体
が
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

表
し
ま
し
た
。

一
番
最
初
に
演
奏
を
し
た
城
北

中
学
校
吹
奏
楽
部
か
ら
、

最
後
の
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｙ
ま

で
、
本
当
に
素
晴
ら
し

い
発
表
で
し
た
。

今
年
は
市
内
の
全
小

中
学
校
か
ら
１
団
体
以

上
の
出
演
が
あ
り
ま
し

た
。
出
演
団
体
の
皆
さ

ん
が
、
毎
日
、
貴
重
な

時
間
を
割
い
て
練
習
を

し
て
き
た
成
果
が
十
分

に
披
露
さ
れ
、
満
席
と

な
っ
た
な
ち
ゅ
ら
大
ホ
ー

ル
か
ら
は
、
大
き
な
拍
手

が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

青
少
年
芸
術
祭
は
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
、
若
者
が
、
地
域

と
繋
が
る
貴
重
な
機
会

と
考
え
て
い
ま
す
。
大
勢

の
市
民
の
皆
さ
ん
に
思
い

力作ぞろいの展示部門

　大切な文化財を火災や犯罪から守りましょう
　市内にはたくさんの指定文化財がありますが、私たちの大切な文化遺産とし
て将来に継承していかなければなりません。
　最近では、県宝・松田館（千曲市）の火災、国宝・善光寺本堂やその周辺
の建造物（長野市）への落書きなど残念な事案が続いて発生しています。
　所有者等関係者の皆さまには、火の取り扱いなどの防火対策、盗難や器物
損壊から守るための防犯対策の再確認をお願いします。 国登録有形文化財の飯山復活教会

鍋倉山山頂にて

笑顔、きらめく。
～第38回飯山市青少年芸術祭～

き
り
自
身
を
表
現
す
る
姿
を
見
て

い
た
だ
け
た
こ
と
が
、
う
れ
し
い

こ
と
で
し
た
。
展
示
・
発
表
と
も

に
思
い
出
の
１
ペ
ー
ジ
を
飾
る
に

ふ
さ
わ
し
い
芸
術
祭
と
な
り
ま
し

た
。

平成 29 年（2017）　11月15日発行
発行・編集：市民学習支援課

飯山にも秋の訪れ



25 生涯学習だより / 17.11 24

　

11
月
５
日
㈰
、
岡
山
公
民
館
に

て
、
講
師
に
八
十
二
文
化
財
団
理

事
の
宮
下
健
司
さ
ん
を
お
迎
え
し

て
、
岡
山
公
民
館
歴
史
講
演
会
を

初
開
催
し
ま
し
た
。

　

意
外
に
地
元
の
良
さ
に
は
気
づ

か
な
い
。
こ
れ
は
人
間
の
本
性
が
、

自
分
の
ふ
る
さ
と
か
ら
遠
く
に
あ

る
も
の
に
価
値
を
見
出
す
と
い
う

こ
と
が
本
能
的
に
あ
る
か
ら
だ
。

地
元
の
価
値
は
、
地
元
の
人
が
一

先
人
た
ち
の
歴
史
や
文
化
を
学
習
し
て
、

も
っ
と
岡
山
を
好
き
に
な
ろ
う
！

みんなで集まって、地域に根ざした公民館を目指してー広がる、つながる、公民館ー

文
化
の
秋
、
各
公
民
館
で
文
化
祭
が
開
催

　

10
月
21
日
㈯
～
29
日
㈰
に

か
け
て
、
各
地
区
に
お
い
て
文

化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
22

日
㈰
は
衆
議
院
議
員
選
挙
と
重

な
っ
た
関
係
で
、
文
化
祭
を
開

き
な
が
ら
選
挙
を
行
っ
た
り
、

大
型
の
台
風
21
号
の
影
響
で
、

土
砂
災
害
や
床
上
、
床
下
浸
水

が
起
こ
る
中
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
各
地
区
の
文
化
祭
で

は
、
駅
伝
大
会
が
中
止
に
な
る

な
ど
の
影
響
が
で
ま
し
た
。

岡
山
公
民
館
歴
史
講
演
会　

岡
山
の
風
土
と
く
ら
し
開
催

◇
秋
津

　

秋
津
地
区
文
化
祭
は
10
月
22

日
㈰
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
衆
議

院
選
挙
と
期
日
会
場
も
一
緒
に
な

り
、
１
階
の
和
室
を
選
挙
で
使
用

し
そ
の
他
の
部
屋
で
文
化
祭
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

文
化
祭
は
、
ふ
れ
あ
い
音
楽
祭
、

作
品
展
示
、
出
店
の
３
部
門
で
構

成
さ
れ
、
ふ
れ
あ
い
音
楽
祭
は
地

区
の
公
民
館
利
用
団
体
や
高
校
生

の
合
唱
の
皆
さ
ん
の
発
表
が
あ
り
、

と
く
に
松
澤
達
弥
さ
ん
の
Ｆ
シ
ョ

パ
ン
「
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
６
番
」
と
べ
ー

ト
ー
べ
ン
「
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
」
よ

り
の
独
奏
は
さ
す
が
で
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
少

年
野
球
の
皆
さ
ん
に
盛
り
上
げ
て

も
ら
い
、
選
挙
に
来
た
方
に
も
大

変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
木
島
（
第
54
回
木
島
地
区
文

化
祭
）

　

10
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰
木
島

公
民
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

美
術
展
で
は
、
故
郷
を
描
い
た
絵

画
、
視
線
を
引
き
寄
せ
る
書
道
、

創
作
感
あ
ふ
れ
る
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー

ト
な
ど
、
力
作
が
並
び
、
訪
れ
た

方
々
は
、
美
術
館
に
い
る
よ
う
で

す
ね
と
感
心
し
き
り
で
し
た
。

　

28
日
に
は
、
保
健
補
導
員
の
皆

さ
ん
に
よ
る
「
ま
ち
の
保
健
室
」

が
開
か
れ
、
血
管
年
齢
や
体
脂
肪

測
定
を
し
て
、
自
分
の
健
康
管
理

を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
サ
ー
ビ

ス
で
提
供
し
た
、
た
こ
焼
き
と
綿

あ
め
も
好
評
で
し
た
。

　

29
日
に
は
、
食
文
化
の
会
の
皆

さ
ん
に
よ
る
、
す
い
と
ん
が
大
好

評
で
、
一
人
で
数
杯
い
た
だ
い
た

方
も
い
て
、
美
味
し
さ
と
と
も
に

冷
え
た
体
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
雨
の
降
る
中
、
Ｊ
Ａ
青
年

部
木
島
支
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
焼

き
鳥
が
、
来
場
者
の
お
土
産
に
喜

ば
れ
て
い
ま
し
た
。（
地
区
一
周
駅

伝
に
つ
い
て
は
、
23
㌻
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）

◇
瑞
穂

　

10
月
29
日
㈰
毎
年
恒
例
の
瑞

穂
地
区
文
化
祭
が
、
瑞
穂
地
区

活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
区
駅
伝
大
会
は
、
全
11
チ
ー

ム
が
激
戦
を
繰
り
広
げ
る
予
定
で

し
た
が
、
あ
い
に
く
の
雨
の
た
め

残
念
な
が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

文
化
祭
で
は
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
た
く
さ
ん
の
力
作
が
出
展

さ
れ
た
展
示
、
会
場
を
彩
る
菊
花

展
、
多
く
の
豪
華
賞
品
で
賑
わ
っ

た
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
と
大
抽
選
会
、

な
ん
と
か
完
売
で
き
た
食
堂
と
売

店
、
開
店
待
ち
が
起
こ
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
な
ど
、
多
く
の
団

体
の
皆
様
の
ご
協
力
で
大
い
に
賑

わ
い
、
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天

候
で
し
た
が
、
今
年
も
盛
大
な
文

化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

◇
柳
原

　

10
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
柳
原
地

区
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

降
雨
の
た
め
地
区
駅
伝
大
会
は

中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
趣
味
の

作
品
展
に
は
多
く
の
素
晴
ら
し
い

作
品
が
出
展
さ
れ
、
大
勢
の
皆
さ

ま
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
子
ど
も
会
育
成
会
主
催

の
ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム
も
好
評
で
、

子
ど
も
た
ち
が
長
い
列
を
つ
く
っ

て
い
ま
し
た
。 

◇
外
様
（
第
67
回
外
様
地
区
文

化
祭
）

　

10
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
に
外

様
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

21
日
の
前
夜
祭
で
は
、
10
月
８

日
に
開
催
さ
れ
た
飯
山
市
駅
伝
大

会
で
健
闘
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
へ

の
地
区
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
公
民
館
事
業
「
歌
を
楽
し

む
教
室
」
参
加
者
に
よ
る
外
様
小

学
校
校
歌
の
発
表
、
保
健
補
導

委
員
会
の
健
康
体
操
、
毎
年
恒

例
と
な
っ
た
中
曽
根
劇
団
に
よ
る

演
劇
「
鶴
の
恩
返
し
」
な
ど
で
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

22
日
は
、
衆
議
院
議
員
総
選

挙
と
同
日
開
催
。
し
か
も
台
風
に

よ
る
大
雨
が
降
る
天
気
と
な
り
ま

し
た
が
、
お
餅
や
新
米
コ
シ
ヒ
カ

リ
、
み
ゆ
き
ポ
ー
ク
と
い
っ
た
振

る
舞
い
や
、
出
店
の
富
倉
そ
ば
・

社
協
の
バ
ザ
ー
な
ど
今
年
も
大
盛

況
。
大
勢
の
皆
さ
ん
に
ご
来
場
い

た
だ
き
、
と
て
も
楽
し
い
文
化
祭

と
な
り
ま
し
た
。

◇
常
盤

　

10
月
29
日
㈰
常
盤
地
区
活
性

化
セ
ン
タ
ー
に
て
「
常
盤
地
区
文

化
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と

な
っ
て
し
ま
い
、
文
化
祭
と
同
時

開
催
予
定
だ
っ
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
駅
伝

大
会
」
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
内
で
は
、
日
赤
奉
仕

団
に
よ
る
バ
ザ
ー
、
保
健
補
導
員

に
よ
る
「
村
の
保
健
相
談
室
」
や
、

建
設
労
組
常
盤
支
部
の
皆
さ
ん
に

よ
る
包
丁
研
ぎ
な
ど
が
行
わ
れ
、

多
く
の
皆
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

　

展
示
で
は
小
中
学
生
の
作
品
の

ほ
か
、
水
墨
画
や
エ
コ
ク
ラ
フ
ト

な
ど
数
多
く
の
出
展
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
58
年
水
害
時
の

ビ
デ
オ
上
映
や
育
成
会
に
よ
る
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
体
験
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
楽
し
く
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◇
太
田

　

10
月
29
日
㈰
に
太
田
公
民
館

で
開
催
し
ま
し
た
。
地
区
の
方
の

作
品
展
示
に
加
え
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
踊
り
・
オ
カ
リ
ナ
演
奏
な
ど

を
行
い
、
雨
降
り
の
中
、
多
く
の

方
に
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

番
よ
く
知
っ
て
い
る
は
ず
だ

が
、
そ
れ
を
価
値
だ
と
は
思

わ
な
い
。
岡
山
で
生
ま
れ
た

子
ど
も
た
ち
は
、
地
球
上
で

た
っ
た
一つ
の
ふ
る
さ
と
と
呼

べ
る
誇
り
あ
る
地
域
は
、
こ

の
岡
山
し
か
な
い
。
そ
の
岡

山
を
同
心
円
の
真
ん
中
に
置

い
て
、
飯
山
を
見
て
、
長
野

県
を
、日
本
を
、世
界
を
見
る
。

そ
う
い
う
視
点
は
ふ
る
さ
と

か
ら
始
ま
る
。

　

ブ
ナ
の
芽
吹
き
も
素
晴
ら

し
く
、「
春
、山
が
笑
う
」「
夏
、

山
が
萌
え
る
」「
秋
、山
装
う
」

「
冬
、
山
眠
る
」
岡
山
は
こ
の

四
つ
が
し
っ
く
り
と
く
る
。
ま

た
、
田
ん
ぼ
を
や
る
人
の
こ
と
を

「
田と
う
ど人
」
と
呼
ぶ
。
隣
の
栄
村
は
お

互
い
に
協
力
を
し
て
手
伝
う
こ
と

を
「
見
守
り
田
人
」
と
い
う
。
人

の
温
か
さ
が
し
っ
か
り
と
あ
る
の

が
、
こ
の
岡
山
の
風
土
だ
と
思
う
。

　

岡
山
は
多
く
の
偉
人
を
輩
出
し

た
。
千
曲
川
通
船
を
生
ん
だ
の
は

斎
藤
太
左
衛
門
で
あ
り
、
通
船
は

飯
山
藩
政
を
支
え
た
。
桑
名
川
に

里
子
に
出
さ
れ
た
石
坂
周
造
は
、

みゆき野ジャンジャンズ (JA 女性部 )「スコップ三味線」

や
が
て
日
本
で
初
め
て
石
油
の
機

械
掘
り
を
し
、
日
本
石
油
の
１
ペ

ー
ジ
を
開
い
た
。
周
造
の
青
年
期

を
形
成
し
た
の
が
岡
山
の
風
土
で

あ
る
と
言
え
る
。
白
山
神
社
の
雄

ざ
け
の
彫
刻
や
、
斗
升
の
色
彩
の

見
事
さ
は
、
当
時
の
経
済
力
と
信

仰
の
厚
さ
が
わ
か
る
し
、
名
立
神

社
の
剣
の
舞
や
サ
イ
ト
リ
メ
ン
は

素
晴
ら
し
い
。
岡
山
各
地
区
の
ド

ウ
ロ
ク
ジ
ン
は
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い

が
あ
り
、
馬
場
は
野
沢
の
火
祭
り

の
原
型
と
な
っ
た
。
全
国
的
に
も

珍
し
い
土
倉
の
狸
大
明
神
も
あ
る
。

ま
た
、
入
船
屋
の
宿
札
か
ら
交
通

の
要
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

牧
峠
は
、
秋
に
鷹
の
渡
り
の
観
察

地
と
な
り
、
全
国
か
ら
愛
好
家
が

集
ま
る
名
所
で
、
鷹
柱
も
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
上

村
の
相
撲
塚
や
土
倉
の
三
十
三
所

観
音
、
ハ
レ
の
日
の
料
理
な
ど
た

く
さ
ん
の
文
化
が
あ
る
。

　

子
孫
に
残
す
も
の
は
、
お
金
で

も
物
で
も
な
く
、
文
化
だ
と
思
う
。

ま
た
、
岡
山
は
農
村
地
域
な
の
で

昔
か
ら
「
生
産
」
と
「
生
活
」
が

あ
り
、
隣
に
神
と
仏
が
い
つ
も
い

た
。
そ
れ
が
、
日
常
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
る
が
、
岡
山
の
「
人
を
大

切
に
す
る
文
化
」に
繋
が
っ
て
い
る
。

「
思
い
」
は
見
え
な
い
が
、「
思
い
や

り
」
に
す
る
と
見
え
て
く
る
。
そ

の
集
積
が
神
社
や
石
仏
な
ど
に
現

れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
物
を
共
有

し
て
、
豊
か
な
岡
山
作
り
に
頑
張

っ
て
ほ
し
い
。
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
を
見
る
視
点
は
ふ
る
さ

と
か
ら
始
ま
る

偉
人
の
輩
出
や
素
晴
ら
し
い

建
物
、
文
化
が
残
る
岡
山

子
孫
に
残
す
も
の
は
お
金
や
物

で
は
な
く
「
文
化
」
で
あ
る

賑わいを見せるバザー
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大竹優（おおたけ ゆう）
飯山育ち。吉岡薫八段門下。日本棋院
中部総本部所属。
・小学4年まで飯山市で暮らす。飯山
市公民館で開催した囲碁体験教室に参
加して興味を持ち、市内の子ども囲碁
道場に通い腕を上げる。小学5年の時
から日本棋院中部総本部の院生として
腕を磨いた。平成28年度入段、29年
二段（現在）。

　

平
成
３
年
、
教
員
を
退
任
し
た

時
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
ど
の
よ
う

に
生
き
る
か
と
考
え
た
時
、
今
ま

で
や
っ
て
き
た
趣
味
を
生
か
し
て

人
生
の
最
後
を
何
と
か
有
意
義
に

生
き
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。
そ
れ

ま
で
既
に
や
っ
て
き
た
主
な
こ
と
、

そ
の
ひ
と
つ
は
謡
曲
で
、
今
の
若

い
人
た
ち
に
は
人
気
も
関
心
も
な

い
が
、
古
典
の
ひ
と
つ
で
あ
る
謡

は
大
変
奥
深
い
。

　

地
元
に
瑞
謡
会
と
い
う
謡
の
会

が
あ
り
、
一
緒
に
や
ら
な
い
か
と

誘
わ
れ
、
そ
れ
以
前
に
も
親
戚
で

謡
を
や
っ
て
い
る
人
か
ら
手
ほ
ど

き
を
受
け
、
謡
の
良
さ
が
少
し
わ

か
っ
て
い
た
の
で
入
会
し
て
、
20

年
近
く
や
っ
て
い
る
間
に
、
先
輩

の
方
か
ら
、
長
野
松
風
会
に
入
る

よ
う
誘
わ
れ
、
平
成
10
年
頃
入

会
し
た
。
松
風
会
は
１
０
０
年
以

上
の
歴
史
あ
る
会
で
、
宗
家
か
ら

年
に
２
回
ぐ
ら
い
テ
レ
ビ
に
出
る

程
の
先
生
が
来
て
指
導
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
月
１
回

の
例
会
の
指
導
も
厳
し
く
、
ま
た

会
の
人
も
40
人
近
く
い
て
、
皆
ベ

テ
ラ
ン
で
あ
る
の
で
つ
い
て
行
く

の
が
大
変
だ
っ
た
が
仲
間
に
支
え

ら
れ
て
20
年
近
く
続
け
て
い
る
。

　

も
う
一つ
の
趣
味
は
水
彩

画
で
毎
週
土
曜
日
飯
山
市

公
民
館
で
、
本
町
の
石
沢
邦

雄
先
生
に
つ
い
て
指
導
を
受

け
て
い
る
。
以
前
に
サ
ロ
ン

ド
ジ
ュ
エ
と
い
う
会
で
油
絵

を
長
く
や
っ
て
い
た
関
係
で

最
初
は
手
法
が
全
く
逆
な

の
で
と
ま
ど
っ
た
が
最
近
よ

う
や
く
慣
れ
て
楽
し
く
や
っ

て
い
る
。

　

趣
味
を
長
続
き
す
る
コ

ツ
は
仲
間
作
り
が
大
切
で

あ
る
こ
と
と
、
や
り
始
め
た

ら
長
く
続
け
る
こ
と
だ
と
思

う
。

趣
味
に
生
き
長
生
き
を

　
　
　
　
　
　
　

 

飯
山
市
瑞
穂
冨
田　

萩
原
郁
朗

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

　

あ
い
さ
つ
と
一
言
で
言
っ
て
も

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。「
お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
」「
こ
ん
に
ち
は
」「
こ

ん
ば
ん
は
」
な
ど
な
ど
。
で
す
が
、

初
め
て
会
う
方
に
自
分
か
ら
あ
い

さ
つ
す
る
の
は
、
な
か
な
か
勇
気

が
い
る
も
の
で
す
。

　

私
も
昔
は
人
見
知
り
で
、
自
分

か
ら
あ
い
さ
つ
を
す
る
の
は
苦
手

で
し
た
。
社
会
に
出
て
こ
れ
で
は

い
け
な
い
と
思
い
、
ま
ず
は
「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
か
ら
初
め

て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
皆
さ
ん

が
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
く
れ
る
で

は
な
い
で
す
か
。
中
に
は
立
ち
話

を
す
る
人
ま
で
。
あ
い
さ
つ
っ
て
、

凄
い
力
を
持
っ
て
い
る
と
実
感
が

で
き
る
瞬
間
で
し
た
。

　
「
自
分
か
ら
あ
い
さ
つ
を
す
る
」

た
だ
こ
れ
だ
け
で
す
が
、
そ
こ
か

ら
新
た
な
会
話
も
生
ま
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
も
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」
か
ら
始
ま
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

  

﹁
あ
い
さ
つ
﹂
の
大
切
さ

　
　
　
　
　
　

飯
山
公
民
館
専
門
部
員　

水
出
一
成

  　　
　
　
　
　

飯
山
公
民
館
専
門
部
員　

水
出
一
成

　
　
　
　
　
　

飯
山
公
民
館
専
門
部
員　

水
出
一
成

  　　
　
　
　
　

飯
山
公
民
館
専
門
部
員　

水
出
一
成

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

趣味のバイクにまたがる水出さん

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
集
団
で
遊
び

を
始
め
た
ら
、
感
受
性
、
助
け
合

い
の
心
、
本
当
の
日
本
人
と
し
て

の
い
い
文
化
、
い
い
情
緒
が
養
わ

れ
る
。
集
団
が
活
き
る
こ
と
だ
。

目
標
や
目
的
も
な
く
、
集
団
行
動

を
指
導
し
て
も
、
生
徒
に
は
面
白

く
な
い
し
、
嫌
に
な
る
。
指
導
者

は
、
自
分
の
思
い
通
り
に
動
い
た

だ
け
で
満
足
し
て
し
ま
い
、
結
果

と
し
て
、
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
い

い
と
い
う
世
の
中
に
繋
が
っ
て
い

っ
て
し
ま
う
。

　

私
は
父
か
ら
怒
ら
れ
た
こ
と
は

な
い
。
必
ず
話
を
し
た
ら
、座
り
、

話
を
全
部
聞
い
て
く
れ
た
。
聞
い

て
、
褒
め
て
く
れ
た
あ
と
に
、
お

父
さ
ん
な
ら
こ
う
思
う
け
ど
な
と

意
見
を
聞
い
た
。そ
し
て
必
ず「
よ

か
っ
た
ね
」
だ
け
で
は
な
く
「
ど

う
だ
っ
た
」「
何
が
よ
か
っ
た
」
と

聞
い
て
「
そ
れ
は
よ
か
っ
た
」
と

褒
め
て
く
れ
た
。
相
手
の
気
持
ち

に
な
っ
て
か
ら
、
最
終
的
に
は
言

い
聞
か
せ
て
い
る
と
い
う
手
段
を

父
親
か
ら
教
わ
っ
た
。

　

私
は
昔
か
ら
、
人
と
違
う
こ

　

10
月
28
日
㈯
、
飯
山
市
文
化

交
流
館
な
ち
ゅ
ら
大
ホ
ー
ル
を
会

場
に
、
日
本
体
育
大
学
名
誉
教

授
の
清
原
伸
彦
氏
を
迎
え
講
演

会
が
開
催
さ
れ
、
１
５
０
名
の
方

が
聴
講
し
ま
し
た
。

　

人
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
な

い
、
家
族
が
あ
り
、
社
会
が
あ
り
、

企
業
が
あ
り
、
必
ず
リ
ー
ダ
ー
が

い
る
。
人
間
は
い
か
に
我
慢
が
大

事
か
と
い
う
こ
と
を
、
自
身
の
体

験
談
を
交
え
な
が
ら
話
さ
れ
ま
し

た
。 皆

で
目
標
に
向
か
っ
て
進
ん
で
行
く
勇
気
が
大
切

飯
山
雪
国
大
学
公
開
講
座　

団
体
行
動 —

人
を
創
る—

と
を
し
て
い
た
。
こ
れ
が
、
自
分

が
成
長
し
て
い
く
中
で
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
と
な
っ
た
。
人
の
や
っ
た
こ

と
を
ま
ね
し
て
も
そ
の
人
に
は
勝

て
な
い
。
人
の
や
ら
な
い
こ
と
を

や
る
知
恵
を
持
た
な
く
て
は
い
け

な
い
。
知
恵
を
持
つ
た
め
に
は
知

識
が
必
要
だ
。
知
識
を
つ
け
て
学

ば
な
く
て
は
い
け
な
い
。
中
途
半

端
に
学
ぶ
と
、
記
憶
に
残
ら
な
い
。

　

科
学
が
進
み
、
ほ
と
ん
ど
の
事

が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
済
む
時
代

に
な
っ
た
。
昔
は
、
日
本
人
は
危

機
に
強
い
、
一
致
団
結
が
で
き
る

民
族
だ
っ
た
。
戦
後
、
革
靴
を
減

ら
し
な
が
ら
顔
を
見
て
あ
い
さ
つ

を
し
て
き
た
。
そ
れ
が
今
は
メ
ー

ル
な
ど
で
、
顔
を
合
わ
せ
な
く
て

も
商
談
が
成
立
す
る
。
そ
の
う
ち

に
必
ず
ダ
メ
に
な
る
。
一
度
楽
な

生
活
を
覚
え
た
人
間
は
元
に
は
戻

ら
な
い
。
私
は
学
生
に
、
百
聞
は

一
見
に
し
か
ず
百
閒
は
一
考
に
し

か
ず
。
百
考
は
一
行
に
し
か
ず
。

百
回
考
え
る
よ
り
も
一
回
行
動
を

し
な
さ
い
と
教
え
て
い
る
。
行
動

の
数
は
質
を
上
げ
る
。
今
、
行
動

が
無
く
な
っ
て
、
便
利
な
方
へ
と

行
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
子
ど
も
に

ま
で
浸
透
し
て
い
く
。
き
れ
い
な

川
が
あ
っ
て
、
野
原
の
あ
る
所
で

も
外
へ
遊
び
に
行
か
な
い
。
理
由

は
親
に
あ
る
。
親
の
言
い
分
は
、

ス
マ
ホ
ま
で
与
え
て
い
て
「
こ
の

世
の
中
、さ
ら
わ
れ
た
ら
大
変
だ
」

と
言
う
が
、
実
際
は
、
親
が
楽
だ

か
ら
で
あ
る
。
大
人
が
一
番
楽
を

し
て
い
る
。

　

先
日
、
大
学
へ
講
演
を
行
っ
た

が
、
人
の
話
を
聞
く
態
度
が
あ
い

ま
い
だ
。
集
中
力
が
な
い
人
は
記

憶
力
が
無
い
。話
を
聞
く
時
に
は
、

目
を
見
て
聞
け
と
。
社
会
に
出
た

ら
一
発
で
は
ね
ら
れ
る
。
言
わ
れ

た
こ
と
を
や
る
だ
け
な
ら
誰
で
も

や
る
。
言
わ
れ
た
こ
と
を
自
分
な

り
に
工
夫
し
て
、
上
司
か
ら
す
ご

い
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
の
考

え
方
を
し
な
い
と
い
け
な
い
。
言

わ
れ
た
こ
と
も
で
き
な
い
人
は
、

そ
の
う
ち
に
は
ず
さ
れ
て
い
く
。

そ
う
い
う
社
会
だ
と
い
う
こ
と
の

危
機
感
を
教
わ
ら
ず
、
今
だ
け
の

こ
と
し
か
教
わ
ら
な
い
。
そ
れ
を

小
さ
い
頃
か
ら
考
え
な
が
ら
指
導

し
、
教
え
て
や
る
と
、
判
断
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
判
断
は
、
過

去
の
こ
と
、
現
在
の
こ
と
で
判
断

が
で
き
る
。
判
断
は
自
分
で
つ
く
。

過
去
に
で
た
ら
め
な
こ
と
を
経
験

し
て
き
た
ら
、
で
た
ら
め
な
こ
と

が
い
い
と
判
断
を
し
て
、
人
を
殺

し
た
り
し
て
し
ま
う
。
小
さ
い
頃

か
ら
、
間
接
的
に
で
も
、
そ
う
い

う
社
会
だ
と
い
う
こ
と
の
危
機
感

を
教
わ
ら
な
い
。
今
だ
け
の
こ
と

し
か
教
わ
ら
な
い
。

　
で
き
な
い
子
が
息
抜
き
を
し
て

も
怒
ら
な
い
。
で
き
る
子
が
息
抜

き
を
し
た
ら
、
な
ぜ
休
ん
だ
の
だ

と
聞
く
。
ち
ょ
っ
と
苦
し
か
っ
た

か
ら
と
答
え
る
と
、
そ
れ
が
い
け

な
い
と
い
う
。
で
き
な
い
子
に
は
、

で
き
な
い
け
ど
い
い
、
一
生
懸
命

や
れ
、
必
ず
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

一
生
懸
命
や
っ
て
い
た
ら
、
私
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
や
る
と
言
う
。

　
や
れ
ば
必
ず
で
き
る
。誰
で
も
。

人
間
に
は
順
応
性
が
あ
り
、
順
応

す
る
能
力
が
あ
る
。
た
だ
、
見
た

と
き
に
初
め
か
ら
で
き
な
い
と
思

っ
た
ら
で
き
な
い
、
や
り
抜
く
、

や
り
通
す
、
で
き
る
と
い
う
気
持

ち
で
や
れ
ば
必
ず
で
き
る
。

　

み
ん
な
が
目
標
に
向
か
っ
て
進

ん
で
行
く
こ
と
が
、
集
団
を
活
か

し
て
い
く
た
め
の
大
き
な
一
つ
の

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
判
断
は
自
分

で
で
き
る
が
、
チ
ー
ム
の
決
断
は
、

リ
ー
ダ
ー
が
い
て
、
監
督
の
私
が

い
て
、
こ
れ
で
や
る
ぞ
と
決
め
た

ら
、
勇
気
を
持
っ
て
、
決
め
た
こ

と
に
向
か
っ
て
い
く
こ
と
を
日
頃

か
ら
教
え
て
き
て
い
る
。
そ
れ
が

結
果
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

　

聴
講
し
た
方
か
ら
は
「
忙
し

か
っ
た
が
聞
き
に
来
て
よ
か
っ
た
。

全
て
が
腑
に
落
ち
る
い
い
講
演
会

だ
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

個
人
個
人
の
個
性
、
人
間
性

を
活
か
す
指
導
を
す
る

会 期  12 月 9日（土）～ 16日（土）※休館日12日（火）
時 間　9：00～ 22：00
          ※９日（土）は午後から、16日（土）は 17時まで。
場 所　なちゅら ナカミチ お問合せ先：飯山市美術館 電話 62-1501

『城南・城北中学校美術部展』
両中学校美術部員50数名の日頃の活動の成果を紹介します。  
大勢の皆さんのご来場をお待ちしております！

一
度
楽
な
生
活
を
覚
え
た
人

間
は
元
に
は
戻
ら
な
い

誰
で
も
や
れ
ば
で
き
る

人
の
ま
ね
で
は
な
く
、
知
恵

を
だ
し
て
工
夫
を
す
る

趣味を長続きさせるコツは仲間づくりが大切と萩原さん

大竹優 二段来たる！

６面打ち、２回くらいの予定です。観戦
は自由です。大勢の皆さんの来場をお待
ちしています。

飯山市公民館が開催した囲碁教室から誕生し
た、プロ棋士が来飯します！
・日　程　11月 25日（土）13時～指導碁会開催
・場　所　飯山市公民館
・  内　容　



・
問
合
先　

常
盤
公
民
館

　
　
　
　
　
　
☎
�
３
２
０
０

◇
男
の
た
め
の
料
理
教
室

　
太
田
公
民
館
で
は
、
男
性
を
対

象
と
し
た
料
理
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

・
期　
日　

12
月
２
日
㈯
10
時
～

・ 

場　

所　

ト
ピ
ア
ホ
ー
ル
（
五

荷
）
調
理
実
習
室

・
参
加
資
格　

小
学
５
年
生
以
上

の
男
性

・
参
加
費　
２
０
０
円

・
問
合
先　

太
田
公
民
館

　
　
　
　
　
　

 

☎
�
４
５
７
９

◇
創
作
体
験
学
習
会
の
開
催

　
岡
山
子
ど
も
会
育
成
会
・
岡
山

公
民
館
共
催
で｢

ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
＆
リ
ー
ス
創
作
体
験｣

を
開
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催
し
ま
す
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ツ
リ
ー
＆
リ
ー

ス
を
創
作
し
ま
し
ょ
う
。

・
期　

日　

12
月
３
日
㈰
９
時
～

11
時
30
分

・
場　

所　

岡
山
地
区
活
性
化
セ

ン
タ
ー

・ 

定　
員　

20
名（
中
学
生
以
下
）

・
参
加
費　

無
料

　

詳
し
い
内
容
は
、
各
集
落
の
育

成
会
長
よ
り
配
布
し
て
い
た
だ
い

た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

太

田

◇
学
習
講
座
「
寄
せ
植
え
講
座
」

　

10
月
５
日
㈭
に
公
民
館
主
催
の

「
寄
せ
植
え
講
座
」
が
11
名
の
参

加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
の
宿
根
草
を
中
心
に
、
と
て

も
綺
麗
に
で
き
、
14
日
、
15
日
に

開
催
さ
れ
た
「
い
い
や
ま
花
フ
ェ

ス
タ
」
に
も
出
品
し
、
秋
津
文
化

祭
で
も
好
評
で
し
た
。

◇
か
ん
た
ん
な
料
理
教
室

　

男
性
で
も
で
き
る
豪
華
で
簡
単

な
メ
ニ
ュ
ー
の
料
理
教
室
を
開
催

し
ま
す
。試
食
会
も
開
催
し
ま
す
。

・
期　
日　

12
月
16
日
㈯
16
時
～

・
参
加
費　
１
，
０
０
０
円

・
問
合
せ
先　

秋
津
公
民
館

　
　
　
　
　

  　
☎
�
２
３
３
０

◇
瑞
穂
地
区
高
齢
者
学
習
会

　

10
月
24
日
㈫
「
み
ん
な
い
き
い

き
、
楽
し
く
、
安
心
・
安
全
に
暮

◇
第
２
回「
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う
」

保
冷
剤
で
芳
香
剤
を
つ
く
ろ
う

　

10
月
15
日
㈰
に
小
学
生
を
対

象
と
し
た
、
保
冷
剤
を
利
用
し
た

芳
香
剤
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
17
名
の
参
加
が
あ
り
、
と

て
も
か
わ
い
い
芳
香
剤
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ら
す
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、「
瑞

穂
地
区
高
齢
者
学
習
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
52
名
の
参
加
を
い
た
だ

き
、
長
野
県
交
通
安
全
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
の
講
師
３
名
に
よ
る
寸

劇
と
腹
話
術
、
交
通
標
識
等
の
神

経
衰
弱
や
飲
酒
体
験
ゴ
ー
グ
ル
を

か
け
て
飲
酒
後
の
疑
似
体
験
な
ど

元
女
性
警
察
官
の
方
々
に
よ
る
わ

か
り
や
す
く
楽
し
い
講
演
に
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
も
笑
い
あ
り
、
う

な
ず
き
な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

◇
学
習
講
座
ミ
ニ
門
松
作
り　

　

毎
年
恒
例
の
門
松
作
り
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
日
時
に
つ
い
て

は
、
12
月
中
旬
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
詳
細
が
決
ま
り
次
第
チ
ラ
シ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

岡

山

瑞

穂

秋

津

常

盤

かわいい芳香剤ができました

12 月 1 日（金）～ 3 月 31 日（土）までの閉館時間が変更になります。
変更前　18 時
変更後　17 時　※閉館時間 30 分前までにご入館ください。

ふるさと館　冬期間の閉館時間のお知らせ

企画展　わらじ史学 ～栗岩英治の探究心と未来へのまなざし～

12月 10日（日）まで開催中です！

没後 70 年、栗岩の貴重な資料を展示しています

飯山市美術館
平成 29年度　後期コレクション展示

【休  館   日  】　毎週月曜日
【開館時間 】　9時～17時（入館は16時30分まで）
【入  館 料 】　大人300円・市内の小中学生は無料
【お問合せ 】　飯山市美術館　電話62-1501

　飯山市美術館では、「中川岳二展 木々の色々」「小
黒三郎組み木館 ズートピア信州展」が大好評のうち
に終了し、展示替えが行われました。
　飯山市出身の彫刻家で没後 40 年の箕口博の作品
を中心とした、飯山ゆかりの作家作品のコレクション
展示となっております。皆さまのお越しをお待ちして
おります。

　 チケットの予約、お問合せ
文化交流館　なちゅら　（ 9:00-22:00　火曜日休館 ）　TEL 0269-67-0311または67-0668

山本貴志ピアノリサイタル ～ショパンの名曲とクリスマスへの誘い～
　長野市出身のピアニスト山本貴志氏によるピアノリサイタルを
12 月 23日（土）に開催します。2005 年、第 15 回ショパン国
際コンクールで第 4 位に入賞し、世界から脚光を浴びた、今もっ
とも期待される若手ピアニストのひとりです。
　彼の得意とするショパンの名曲を中心にクリスマスにぴったり
な曲を演奏します。
　休日の午後、安らかなひとときを過ごしませんか。
　今回は、クリスマス限定で恋人割引・夫婦割引もございます。
　ご夫婦で、恋人同士で、お誘い合わせのうえご来場ください！

【日　  時】　12月23日（土）14:00開演（13:30開場）
【場　所】　文化交流館なちゅら　大ホール
【入場料】　（全席指定）
一        般　       前売 3,000 円　当日 3,500 円
高校生以下　   前売 2,000 円　当日 2,500 円
クリスマス限定【恋人または夫婦割引　5,000 円】※未就学児のご入場はご遠慮ください。大好評でした

楽しい講演会でした

信州の歴史学の基礎を築いた栗岩の業績を振り返ります。

■お問合せ　☎ 67-2030

　

　飯山市公民館・市立飯山図書館・飯山市美術館・いいやま女性セ
ンター未来・飯山市ふるさと館、飯山市文化交流館なちゅらの駐車
場使用につきましては、夜間（夜 10時以降）および早朝の駐
車は除雪作業の妨げになりますので、ご遠慮ください。
　また、特別な理由により駐車される場合は、飯山市公民館（電話
62-3342）まで申し出てください。

降雪時の駐車について

一緒に作りませんか
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　日本の近代化を担ったエネルギー産業
「炭鉱」。それを支えた「坑夫」に関する文
献を収録。なかでも、『まっくら（抄）』（森
崎和江・著）、『炭坑美人（抄）』（田嶋雅已・著）
は、底の底まで這い回った女坑夫の生の声、
姿、そして逞しさを伝えている。

「
民
衆
史
の
遺
産
」
第
12
巻 

坑
夫

谷
川
健
一・
大
和
岩
雄
／
編

◇ 図書館カレンダー ◇
12/1 金 移動図書館車②今井 ･ 西大滝

2 土
3 日 10:30 ～おはなしひろば
4 月 休館日
5 火
6 水 移動図書館車③温井 ･ 秋津
7 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
8 金 移動図書館車④太田 ･ 富倉
9 土

10 日 10:30 ～ブックスタート
11 月 休館日
12 火
13 水 移動図書館車①北原 ･ 常盤
14 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
15 金 移動図書館車②今井 ･ 西大滝
16 土

17 日 10:30 ～特別版おはなしひろば
　　　 クリスマスおはなしかい

18 月 休館日
19 火
20 水 移動図書館車③温井 ･ 秋津
21 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
22 金 移動図書館車④太田 ･ 富倉
23 土 休館日（祝日）
24 日 10:30 ～おはなしひろば
25 月 休館日
26 火
27 水 移動図書館車①北原 ･ 常盤
28 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
29 金 休館日
30 土 休館日
31 日 休館日

開館時間と休館日
【開館時間】火～金 9:30 ～ 18:00

土・日 9:30 ～ 17:00
【定 休 日】月曜・祝祭日・年末年始

■の日は休館です。

旬の本・話題の本・意外な本

らいぶらりブックレビュー

図書館
ニュース

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

趣　
味
・
実　
用

シ
ン
グ
ル
女
性
の
貧
困

小
杉 

礼
子

母
親
に
、
死
ん
で
欲
し
い

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
取
材
班

マ
ン
ガ
で
わ
か
る
無
機
化
学

齋
藤 

勝
裕

美
し
い
鉱
物
と
宝
石
の
事
典

キ
ン
バ
リ
ー　
テ
イ
ト

狭
心
症
・
心
筋
梗
塞

三
田
村 

秀
雄

「
ぜ
ん
そ
く
」
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
本

松
瀬 

厚
人

詳
し
く
わ
か
る
ひ
ざ
・
股
関
節
の
痛
み
の
治
療
と
安
心
生
活

宗

田 

大

図
解
食
卓
の
薬
効
事
典

池
上 

文
雄

そ
の
調
理
、
9
割
の
栄
養
捨
て
て
ま
す
!

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
附
属
病
院

都
市
を
た
た
む

饗

庭 
伸

宅
配
ク
ラ
イ
シ
ス

日
本
経
済
新
聞
社

大
人
女
子
の
た
め
の
続
く
筋
ト
レ

森 

俊

憲

女
の
子
が
生
き
て
い
く
と
き
に
、
覚
え
て
い
て
ほ
し
い
こ
と

西
原 

理
恵
子

よ　
み　
も　
の

双
生
児

折

原 

一

森
へ
行
き
ま
し
ょ
う

川
上 

弘
美

ミ
ス
テ
リ
ー
ク
ロ
ッ
ク

貴
志 

祐
介

愛
の
か
た
ち

岸 

惠

子

武
士
マ
チ
ム
ラ

今

野 

敏

猫
ヲ
捜
ス
夢

小
路 

幸
也

千
の
扉

柴
崎 

友
香

高
架
線

滝
口 

悠
生

花
に
な
る
ら
ん

玉
岡 

か
お
る

千
夜
と
一
夜
の
物
語

仁
木 

英
之

百
貨
の
魔
法

村
山 

早
紀

酒
が
仇
と
思
え
ど
も

中

島 

要

僕
は
ロ
ボ
ッ
ト
ご
し
の
君
に
恋
を
す
る

山
田 

悠
介

毒
母
で
す
が
、
な
に
か

山
口 

恵
以
子

蘇
え
る
鬼
平
犯
科
帳

池
波 

正
太
郎

吹
上
奇
譚　
第
1
話

吉
本 

ば
な
な

郷　
　
　
土

長
野
県
誕
生
！

長
野
県
立
歴
史
館

秘
境
滝
を
行
く

篠

原 

元

古
諏
訪
の
祭
祀
と
氏
族

古
部
族
研
究
会

Ｓ
Ｌ
飯
山
線
の
記
憶　
１・２

木
村 

善
郎

鶴
と
亀

鶴
と
亀
編
集
部

新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
武
将

飯
山
社
会
教
育

飯
山
の
歴
史

親
子
で
学
ぶ
絵
本
と
の
つ
き
あ
い

親
と
子
の
絵
本
講
座
を
行
い
ま
し
た

　

10
月
５
日
か
ら
26
日
ま
で
の
毎

週
木
曜
日
、｢

親
と
子
の
絵
本
講

座｣

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、
当
館
の
司
書
が

交
替
で
「
①
０
歳
か
ら
の
絵
本
」

「
②
３・４
歳
こ
ろ
の
絵
本
」「
③

昔
話
の
大
切
さ
」「
④
読
み
物
・

科
学
絵
本
」
の
各
テ
ー
マ
に
そ
っ

て
講
義
を
行
い
、
４
日
間
に
延
べ

29
組
の
親
子
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
た
く
さ
ん

絵
本
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。
早

速
借
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
子

ど
も
と
一
緒
に
参
加
で
き
る
の
が

い
い
で
す
。」「
昔
話
の
残
酷
さ
は

大
丈
夫
が
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

大
人
は
背
景
を
想
像
で
き
る
け
ど

子
ど
も
は
違
い
ま
す
よ
ね
。」
等

多
く
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
に
限
ら
ず
絵
本
の
選

び
方
な
ど
に
つ
い
て
は
、
お
気
軽

に
司
書
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
毎
週
木
曜
日
に
は｢

絵

本
と
わ
ら
べ
う
た
の
会｣

、
第
２
を

除
く
毎
週
日
曜
日
は｢

お
は
な
し

ひ
ろ
ば｣

を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

10
月
31
日
㈫
午
後
1
時
か
ら

飯
山
市
公
民
館
講
堂
に
お
い
て
、

講
師
に
長
野
市
在
住
の
元
小
学

校
教
諭
、
堀
内
京
子
さ
ん
を
迎
え

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
市
内
の
読
み
聞
か

せ
グ
ル
ー
プ
、
図
書
館
司
書
等
、

全
県
か
ら
35
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

児
童
書
の
魅
力
は
絵
本
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
に

物
語
の
世
界
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝

え
る
方
法
「
な
ぞ
り
聞
か
せ
」
を

学
び
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
を
開
催
し
ま
す

 

図
書
館
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ
て
く
る
よ
！

毎回親子で楽しみながら開催できました

  特別版！
おはなしひろば

こ
れ
か
ら
飯
山

新
幹
線
と
飯
山

飯
山
に
学
べ

な
ぜ
今
飯
山
か

飯
山
に
住
む

続
飯
山
の
謎

飯
山
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

小
沼
の
歴
史

飯
山
の
薬
草

小
菅
考
飯
山
の
文
学

飯
山
の
伝
統

飯
山
の
動
物

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
自
然

太
田
の
歴
史

飯
山
の
食

外
様
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
観
光

常
盤
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

秋
津
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

木
島
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

大和書房

　

本
を
汚
し
た
り
破
損
し
て
し

ま
っ
た
ら
、
お
手
元
に
あ
る
市
販

の
セ
ロ
テ
ー
プ
な
ど
で
修
理
せ
ず

に
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
図
書
館

カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

破
損
等
の
状
況
に
よ
っ
て
は
弁

償
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
破
れ
た
部
分
全
体
が
残
っ

て
い
れ
ば
、
図
書
館
職
員
が
修
理

専
用
の
テ
ー
プ
や
の
り
を
使
用
し

て
修
理
し
ま
す
。
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー

プ
は
時
間
が
経
つ
と
劣
化
し
、
か

え
って
資
料
を
傷
め
て
し
ま
い
ま
す
。

　

８
月
31
日
、
木
島
地
区
坂
井
、

9
月
26
日
其
綿
の
集
落
サ
ロ
ン
、

10
月
24
日
、
飯
山
地
区
老
燃
教
室

に
司
書
２
名
が
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　
脳
の
活
性
化
に
は
「
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
手
や
指
先

の
運
動
」、
そ
し
て
声
を
出
し
て

文
字
を
読
む
「
音
読
」
が
、
非
常

に
効
果
的
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
脳
の
全
身
運
動
と
言
わ
れ
る

「
音
読
の
効
果
」
に
つ
い
て
お
話
を

し
た
あ
と
は
、
参
加
者
と
一
緒
に

「
早
口
こ
と
ば
」「
シ
ル
バ
ー
川
柳
」

な
ど
声
に
出
し
て
読
ん
だ
り
、
手

遊
び
を
し
て
、
最
後
は
な
つ
か
し

い
紙
芝
居
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま

し
た
。

　

声
を
出
す
こ
と
、
笑
う
こ
と
は

ス
ト
レ
ス
解
消
の
効
果
も
期
待
で

き
ま
す
。

　

図
書
館
で
は
、
各
地
区
で
行

わ
れ
て
い
る
集
落
サ
ロ
ン
等
に
司

書
を
派
遣
し
、
本
の
紹
介
や
色
々

な
メ
ニ
ュ
ー
で
脳
を
若
々
し
く
保

つ
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
地
区
は
、
図
書
館
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

図
書
館
司
書
に
よ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
集
落
サ
ロ
ン
」
等
で
脳
の
活
性
化　

も
し
も
、
借
り
た
本
が

　
破
れ
て
し
ま
っ
た
ら 

…

﹁
岡
山
村
史
﹂

﹁
太
田
村
史
﹂
寄
贈
の
お
願
い

﹁
富
倉
郷
土
誌
﹂

図
書
館
で
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

利
用
で
き
ま
す

　

図
書
館
３
F
多
目
的
室
で
公

衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
利
用
の
際
は
パ
ス
ワ
ー
ド
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
カ
ウ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

近
隣
市
町
村
、
各
団
体
の

　
　
　
　

  

広
報
あ
り
ま
す

　

図
書
館
に
は
、
栄
村
広
報
の
ほ

か
、今
年
度
か
ら
近
隣
市
町
村（
中

野
市
・
山
ノ
内
町
・
木
島
平
村
・

野
沢
温
泉
村
）
の
広
報
を
郷
土

資
料
と
し
て
収
集
保
存
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
各
種
団
体
（
農
業
協
同

組
合
・
農
業
共
済
組
合
・
森
林
組

合
・
土
地
改
良
区
）
の
広
報
も
郷

土
資
料
と
し
て
収
集
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

紙
芝
居
の
書
架
を

　
　
　
　
移
動
し
ま
し
た

県
図
書
館
協
会
主
催

　
も
っ
と
楽
し
く
︵
絵
本
の
先
の
︶

　
　
　
　
　
読
み
聞
か
せ
講
座
開
催「なぞり聞かせ」実習中

　
「
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
」
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時　
12
月
17
日
㈰

　

 　
　
　
午
前
10
時
30
分
か
ら

場
所　
図
書
館
３
階
多
目
的
室

　

催
事
の
内
容
は
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
や
手
あ
そ
び
、
お
お
き
な
絵

本
な
ど
の
た
の
し
い
企
画
を
た
く

さ
ん
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
大
勢
の
皆
さ
ま
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
親
子
ご
一
緒
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

　
図
書
館
で
は「
岡
山
村
史
」「
太

田
村
史
」「
富
倉
郷
土
誌
」
を

所
蔵
し
て
い
ま
す
が
、
だ
い
ぶ
古

く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
各

１
冊
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

寄
贈
が
可
能
な
方
が
お
り
ま
し

た
ら
図
書
館
ま
で
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

「
岡
山
村
史
」一九
六一（
昭
和
36
）

  

飯
山
市
公
民
館
岡
山
支
館
発
行

「
太
田
村
史
」一九
五
四
（
昭
和
36
）

　
　
　

太
田
村
史
刊
行
会
発
行

「
富
倉
郷
土
誌
」一九
三
七（
昭
和
12
）

　

6
月
の
蔵
書
点
検
で
大
活
字

本
や
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
、
マ
ン
ガ

の
書
棚
を
変
更
し
ま
し
た
が
、
今

回
、
紙
芝
居
の
書
棚
を
窓
側
に
移

動
し
、
書
棚
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

出
っ
張
り
が
な
く
な
っ
て
、
移

動
が
し
や
す
な
り
ま
し
た
。

すっきりした紙芝居書棚


